受診時の注意点＜表Ⅰ＞

	①新しい医療証が届いている場合
	受給者証に記載されている月額限度額まで自己負担金が発生します。

	②医療受給者証（控）をお持ちの方
	a府感染症・難病対策課・難病対策グループ（電話06－6941－0351）へ月額自己限度額を自分で、又は医療機関窓口から電話をし、確認する。以後は①と同じ。

	
	b確認がとれない場合は、医療機関から預かり金として被保険者証の負担額（原則3割、3歳未満は2割、70歳以上1割）を徴収される場合があります。この場合、後からお金が償還されますので、必ず領収書を受け取って下さい。預かり金の額等の対応は各医療機関により異なりますので、窓口で相談ください。

	③旧医療受給者証をお持ちの方
	府感染症・難病対策課・難病対策グループ（電話06－6941－0351）へ連絡をとり、速やかに更新手続きを行ってください。医療機関窓口では②のa又はbと同じ扱いになります。

	④特定疾患登録者証（軽快者）をお持ちの方
	医療費の公費負担の対象となりませんので、被保険者ごとに定められた額【原則3割、3歳未満は2割、70歳以上1割（高所得者は2割）】を支払ください。
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